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桐蔭学園小学校の先生たち



それではご覧ください





1年⽣⾳楽（岩井教諭）

導⼊部分にゲーム的要素を取り⼊れ、
児童に本時の課題への興味を持たせて
いる



2年⽣図⼯（⼤井教諭）

導⼊部分で⾒通しを明確化。
このあと児童は20分フィッ
シュボーン作業に集中



3年⽣理科（⼟居教諭）

児童の発案をうまく使い、
導⼊部分の実験に取り組ま
せる



4年⽣国語（⼤塚教諭）

ＧＷ体制にスムーズに
⼊る



5年⽣総合（渡部教諭）

仕事の特徴探しに集中
（20分）



6年⽣算数（都筑教諭）

オンライン授業で
児童の発⾔を共有



校 ⻑
森 朋⼦

桐蔭小学校のチャレンジ



ロールモデルの変化
⾼度成⻑期の良い児童像
例えば…
 解答のある問いにすばやく正確に答

える
 教師が与えたものに意欲的に取り組

む
 学習も⽣活も，教員がコントロール

しやすい
⾼度成⻑期の良い教員像
例えば…
 計画通りに授業を進める。
 指導⼒がある。カリスマ性がある。

集団をコントロールできる
 集団教育

VUCA時代の良い児童像
例えば…
 解のない問いに試⾏錯誤し，⾃分な

りの答えを持つ
 ⾃分の「なぜ」について意欲的に取

り組む
 学習も⽣活も，⾃律的＝教員がコン

トロールしにくい
VUCA時代の良い教員像
例えば…
 児童の「なぜ」を⼤事にして授業を

創る（ライブ感）
 学びを⽀える
 個別最適な学び



今，⼩学校が取り組んでいること



 カリキュラム・
マネジメント

 キーコンピテンシー
の設定

 ⼦ども中⼼
 安⼼安全のクラスづ

くり

 教員の学び
 年間通じた研修

プログラム
 授業相互参観
 読書会
 公開研究会

 主体的・対話的で
深い学び

 ICT活⽤
 アクティブラーニング
 個-協働-個
 探究活動
 ハイブリッド授業
 ハイフレックス授業
 シンキングツール

桐蔭学園⼩学校 ４つの戦略

 個別最適な学び
 単元到達度評価
 学習⽀援
 でるくい教育プロ

グラム



桐蔭学園⼩学校が育成する主体性を⽀える⼒
キーコンピテンシー



組織としてどのように教育の保証をするか





シンキングツールの導⼊
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